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　　　　　巻頭言
ア

ー キアン ・ パー
ク計画

　 誰も行 っ た こ との ない とこ ろ に 行 っ て み た い とい うの は ，多 くの ヒトが持 つ あこがれ で ある．

さらに そこ に 誰も見た こ との ない 生 物が い れ ば，胸 の 高鳴 りを抑 えることがで きない だろう．

　地球上最後の フ ロ ン テ ィアで ある深海底に対 して ，
こ の ような疑問に最初に答えようとしたの

が
，
1870 年代 に行われた チ ャレ ン ジ ャ

ー号 の 世界 惆 航海であ っ た．そ の 航海の 重要な 凵的

の 一つ は ， 深海底には太 占の 生物が 生存 して い るの で ない か とい う仮説の 証 明で あ っ た．当

時到達 可能で あっ た 数 100メートル の 海底か らは ，ウ ミユ リなど の 化石 として 産する 生物が得

られ て お り、さらに深海 に行けば
，

より古 い 生物が新規 生物に追われてひ っ そ りと生 きて い る μ∫

能性があると考えられたの で ある．

　航海の 結 果 ， その仮 説は 間違 い で ある ことが証 明され たが ， 最近にな っ て微生物の 世 界で

同様の 考 えが息 を吹 き返 して い る．海底熱水系 に見られ る化学合成独立栄養微生物が ， 地球

生命の 共通 祖 先では ない か と指摘 され たか らで ある．

　Worese（1997）は 遺伝 r−−k 化が遅 い リボゾーム の RNA の 分子進化が ， 微生物 の 系統進化の

極め て 良い 指標 になるこ とを見 い だした ．そ の ような特定遺伝 子を用 い た 分 ∫
一
系統学的 手法

を応用 した とこ ろ，高温で 嫌気的な環境 とい っ た地球の 初期
．
環境 をほ うふ つ とさせ る場所に見

い だされ て い た風 変わりな微生 物群が ， 原核微生物 の 中で 異なる進化 系統 に属するこ とが 分

か っ た．彼 らはそれ を archaebactcria 　kingdom 古細 菌と呼ん だ．現 在で は Domain 　Archaea始

原菌ない し占細 菌と呼ばれ ，Domain 　Bacteria真 IE細 菌 と対比 されて い る．別 の 方法 により，

始原菌 と真正細 菌の 間に ，共通祖先 コ モ ノートが位置す ることが分か っ てきた ことか ら ， 始原

菌と真正 細菌の 双方が普遍 的に見 られ る 海底熱水系 に注 目が 集まっ た の で ある．

　さらに Deming　and 　Baross（1993）は 海底熱水噴出孔周辺に おける 有機物量の 分布を調 べ
，

それ が 熱水から離れる に つ れ減少する ことから， 熱水孔の 下 に拡が る微牛物群集か ら熱水に

有機物 が放出 され て い ると考 え，海底熱水系が地下生物 圏に対 して 開かれ た 窓で あるとい う

概念 を提唱 した．深海底の さらに地 Fに生命の 起源を知る手がか りが ある可能性がで て きた

の で ある．

　こ の ような極 限環境 に 住む微生 物 を極限環境微生物 eKtremophile と呼 ん で い るが T 大 然 ガ

ス の 無機起源説 を唱 えて い る Gold は，宇需基準か らすれ ば酸素に富 む地球表層環境 こ そ極

限環境 と呼ぶ べ きと非難して い る．

　こ の ような背 景を受け て ，わ れ われ は今海底熱水系 を直接掘 削して ， そ の地 下 にお ける微

生物群集と，そ れ を支えて い る 還元物質フ ラッ クス との 相 互作川 を研究して い る．ア
ー

キ ア ン ・

パ ーク計画 （科学技 術振 興調整 費総 合研究 課題 ：海底熱水系に お ける 生物 ・地質相 圧作用の

解明 に 関する 国際共同研 究）と よば れ る もの が それ で あ る．計画 の 名 前が ，占細 繭ア ーキアと

地 球 E の 最も古 い 時代で ある 始生 代ア ーキ ア ン の か けこ とば で あ る こ とは説 明す るまで もな い

だろ う．

　実際には伊 豆 ・小 笠 原弧 の 海底火 山 で あ る水曜海山 （水深 1380 メー1・ル ）の 海底熱水系 に
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